
様式第一号 (第一条及び第二条関係 )(第 一面 )

A4

一 般 主行 動 計画
‐ 二
た ' 更 届

届 出年 月 日 令和 5年 5月 10翼
都 道 府 県 労 働 局 長  殿

(ふ りが な ).

一般事業主の氏名又 !ま 名称 株式会社デ ィス トノア

(ふ りがな)や まだ たつ ろ う

(法 人 の 場 合 )代 表 者 の 氏 名  山 田 辰 郎

主 た る 事 業 ホー ムペ ー ジの企画 作成 事業

住      所  〒 178‐ 0063

新 宿 区 西 新 宿 4‐ 24‐24

電1 話  番  ‐
号
‐ 03‐ 5352‐ 0970

-般事業主行動計画を (健藝p・ 変更)し たので、次世代育成支援対策推進法第 12条
第 1項 又は第 4項 の規定に基づ き、下記の とお り届け出ます。

1.常 時雇用する労働者の数

「
男性労働者の数

ヒ女性労働者の数

ｔ
、
　

ｔ

　

ヽ

１
／

１
／

１
／

記

一ｂ

午

１

．　
　
ど
　
　
　
　
　
　
　
い̈
い

(う ち有期契約労働者   θ人)

2.一 般 事 業 主行 動計 画 を 5年 4月  1日

3.変 更 した場合の変更内容
① 一般事業主行動計画の計画期間
②  目標又は次世代育成支援対策の内容 (既 に都道府県労働局長に届 |サ 出た一般事業主行

動計画策定・ 変更届の事項に変更を及ぼす ような場合 に限る。 )

③ その他

4.一 般事業主行動計画の計画期

平成 。

⌒

雙壁多
'・

変更)し た

間_

く亜) 5年 4月  1日
⌒

・Q包コ 8年 3月 31日平 成

5.規定整備の状況

① 有期契約労働者 も対象に含 めた育児体業制度
② 有期契約労働者 も対象に含めたその他の両立支援制度

6。 一般事業主行動計画を外部へ公表 した 日又は公表予定 日

8
・ 無 )

・ 無 )

平成。(憂) 5年 5月 31日

7.一 般 事業 主行 動計 画 の外部 ヘ

◎ インターネ ッ トの利用

(      ))
② その他の公表方法

(

8`一 般事業主行動計画の労働者への周知の方法

事業所 内 の見や す い場 所 へ の掲 示 又 は備 付 け

書面 の交付

電子 メール の送信

その他 の周知 方法

_賞
、り

= 懲 薔 ′、

多ず

9。 次世代育成支援対策の内容 (第 二面 。第二面に記載す るこ と)

10.次 世代育成支援対策推進法第 13条 に基づ く認定 (く るみん認 定)の 申請

Lょ。
る

.J:LD

ll.次 世代育成支援対策推進法第 15条 の 2に 基づ く特例認 定 (プ ラチナ くるみ ん認 定D_の
申請 をす る予定                    (有 ・ 無・蟷

`二

;》

自社 の ホー ムペ ー ジ 。その他

（
）②
③
④
＜

立支援のひ ろ

一般事業主行動計画の担当部局名 本 社

黎口距ヮ
『

りr=晰囀,
TEL 090‐
7820‐0280

(ふ りがな)

担当者の氏名

やまだ たつろう

山 田 辰 郎

っ々Jtt r月 /θユ作成
提 出 代 行 者 油 鷹   信

ノ
″~｀

ヽ

平成・鐵韓聾′
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様 (第 一 び 条 第二面・ )
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用
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境
の

整
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次 世 代 育 成 支 援 対 策 の 内 容 と して 定 め た 事 項
行 動 計画策

定

指針 の事項

妊 娠 中 や 出 産 後 の 女 性 労 働 者 の 健 労 働 者 に 対 す る 制 度 の 周 知 や

の 実 施び 相 談報 提 供 制 の

康 の 確 保 に つ い て 、
ア

男性の子育て 目的の体暇の取得促進

ウ 体業法の育児体業制度を上回る期間、回数等の体業制度の実施

男性の育児体業取得を促進するための措置の実施

育児体業に関する規定の整備、労働者の育児体業申における待遇及び育児体業後の労

直 し

育児・ 介護

備 と して 次 の い ず れ か 一 つ 以境 の
育児体 業 を取得 しや す く、職 場復 帰 しやす い

|こ ヽ′
=〕

し のて 知る 項 周件条 関に ナ 事
の し見体制 直業務の 容内の 確 や 務

螢ヒ
タ隆保中 代 要替 員体児 期業 間育ウ)(

ヽ の め 提 供のの び 上 た 情 報の 力 開 及発 向υ 者 業職 能て業体 る 働労しを児育)(エ
のの 業や 体務 締1 見の たの め 務業 容内帰復は又 職 当相 職おに るけ 職 原原体児 後業育(オ )

の措 置 の 実 施

(ア)女 性 労働 者 に向 けた取組

① 若 手 の女性 労働 者 を対象 と した、出産及 び子 育て を経験 して働 き続 け るキャ リ

アイ メー ジの形成 を支援 す るための研 修

② 社内 の ロールモデル と女性 労働者 をマ ッチ ング させ 、当該 労働 者 が働 き続 けて

い く上 で の悩 みや 心配事 につ いて相 談 に乗 り助 言す るメ ンター と して継 続 的 に

支援 させ る取組

③ 育児 体 業 か らの復 職後 又 は子 育 て 中の女性 労働 者 を対 象 と した能 力 の 向 上 の

た めの取組 又はキ ヤ リア形 成 を支援す るためのカ ウンセ リング等 の取組

④ 従来 、主 として男性 労働 者 が従事 して きた職務 に新 た に女性 労働者 を積 極的 に

配 置す るための検証や女性 労働 者 に対す る研修等職域拡大 に関す る取組

⑥ 管理職 の手前の職 階に あ る女性 労働者 を対象 とした、昇格意欲 の喚起又 は管理

職 に必要 なマネ ジ メン ト能 力等 の付 与のための研 修

(イ)管 理 職 に 向 け た 取 組 等

① 企業 トップ等による女性の活躍推進及び能力発揮に向けた職場風土の改革に

者 が 就 業 を継 続 し、活 躍 で き る よ う

施
は子育 て を行 う女性 労働

れか一つ 以上の取組 の実
育児体業等 を取

にす るための 、

得 し、又

次 の い ず

関

②
だヽヽ
ν

必

④
よ

に

に

取の 組研る 等修す
取の 組修研 等に るす 理管 職の 成 関育絆4

ス
'

性
ヨム
憫働女

V めため進 てキ アリ 成形 をが ヤ
三
`奪て 女 労性 働らが 育子 を つ行な続 けき働

理 研 修し るす 管 職の 直 等 関び及 き働 方 見な要 務業 制体
可が と能 るなの り す と上 差 を 戻に的 遇処 取し もて 長中 期等 を 得取児 業体育

にし け向 取たの 直び 事人 評な 進昇 基 準

オ

カ

(ア)三歳以上の子を養育す

(イ)三歳以上の子を養育す

(ウ)フ レックスタイム制度

ヽ の´
つ の 施実セ か 上以 措ず 置れのが で用 るき 次るて 働

鴻4
スI

ヨa
日́ 和i子 もど 育を

の外 働 制 限対に るす
だ■
月L

丼4
ステ所労る 者働

聞時 務勤 度制対に るす 短労る 者働

(工) 女台 ・ 終業時 の 上 げ げの制

子どもを育てる労働者が利用できる事業所内保育施設の設置及び運営

ク 子 どもを育てる労働者が子育てのための に要す る費用 の援助 の措置

の 実施

サー ビスを利用する際

′
1)カ 終 業ヽ の せ ず時 か 連ら 続業 カ始の レ て′)の め に暇の 護 た 体子が も

ョ三
ノロど

」
`個

ハ)0
フJ 働

ヽ のV 度 導 入や すしヽ るめ よ等 り認をのV 単 でなしでまの 刻時

コ 希望す る労働者 に対す る職務や勤務地等 の限定制度の実施

不姓治療を受ける労働者に配慮 した措置の実施

用 の貸

に

たの にめ 要必 な子 て育配る 慮の 入の に居 す関社 宅て 行を 労 者働育子 9
の 施実た慮 しし がな らの ど 育け

」レ
ジそ な

シ

・ 介護 体 業法 に基 づ く育児体

産 前 産づ

育 児
の 周 知体 業 な ど準 法 に

児体 業 給付 、労働 基雇用保 険 法 に基 づ く育業等 、
④

出 産や子 育 て に よる退職 者 につ い ての再雇 用制度 の実施

る

|
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|
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そ
の

他

(概 要を記載す ること)

ι

を筆
§[

螢‐

`｀

柔

ア 時間外・ 休 日労働 の削減 のための措置の実施

イ 年次有給体暇 の取得の促進 のための措置 の実施

ウ 短時間正社員等の多様な正社員制度の導入 。定着

/~ヽ

0 テ レワー タ等 の場所に とらわれない働 き方の導入

ヽ
「
ノ

バ
で 職場優先の意識や固定的 な性別役割分担意識 の是正のための情報提供・研修 の実施

そ
の
他

(概 要 を記載す ること)

2

関 1

す以
象劣
項 次

世
千ヽ
育
成
支
援
対
策
に

(1) 託 児 室 ・ 授 乳 コー ナ ー や 乳 幼 児 と一 緒 に利 用 で き る トイ レの 設 置 等 の 整 備 や 商店街

の 空 き 舗 等 し た 託 施 設 各種 の子 育て サ ー ビス の 場 の 提 供

(a 地域 にお いて子 どもの健 全 な育成 の た めの活 動等 を行 うNPO等 へ の 労働 者 の参 加

を 支 す る ど 子 ど て に る 地 域 貢 献 活 動 の

(3} 子 ど もが保 護 者 で あ る労働 者 の働 い て い る と こ ろ を実 際 に 見 る こ とが で き る 「 子 ど

も の 施

(4) 労働 者 が子 ども との 交流 の時 間 を確 保 し、家庭 の教 育力 の 向 上 を図 るた め 、 企 業 内

に いて家 座 等 を地域 の教 育委 と連 して開設す の 組 の実施

(5) 若年者 に対す るイ ンター ンシ ップ等 の競業体験機会 の提供、 トライ アル雇用等 を通 じ

た 入 れ 適 正 な の そ の他 の雇 理 の は職 業 謝!| の

そ
の

他

(概 要 を記載 す ること)
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  一般事業主  行動計画 

 

 

      社員が仕事と子育てを両立させることができ、社員全員が働きやすい環境を作ることに

よって、すべての社員がその能力を十分に発揮できるようにするため、次のように行動計画

を策定する。 

 

１．計画期間 令和５年４月１日～令和８年３月３１日まで 

２．内容 

 

目標１：産前産後休業や育児休業（産後パパ育休含む）、育児休業給付、産前産後休業 

および育休中の社会保険料免除など制度の周知や情報提供を行う。 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和５年４月～ 法に基づく諸制度の調査 

 ●令和５年４月～ 育児休業制度に関するパンフレットを作成し社員に配布 

 

 

 目標 2：育児休業等を取得しやすい環境作りのため、直近の法改正に対応した就業規則 

の内容周知のための社内会議を行う。 

 

 

＜対策＞ 

 ●令和５年４月～ 社内会議で育児・休業規程を含めた就業規則の内容を周知する 

●令和５年４月～ 育児休業を取得する社員に対して、面談を行い休業に向けての           

課題を共有し、休業取得に向けた支援を行う 
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＜【育】様式第１号①(R5.4.1改正)＞

両立支援等助成金（育児休業等支援コース（育休取得時））の支給を受けたいので、次のとおり申請します。
なお、下記に記載した事項については事実と相違ありません。

〒

労働局長　殿

〒

万円

※労働局処理欄には記入しないでください。

局長 部（室）長 担当 年 日

第 号

年 日

年 日

第 号

円

年 日

連絡先
電話番号

日年

03-0000-1111
連絡先メール
アドレス（任

意）
ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp⑥記載担当者所属/役職 総務部人事課長 氏名 △田　△吉

2023

①雇用保険適用事業所番号

④主たる業種
（日本標準産業分類の中分類を記入）

⑤資本の額若しくは出資の総額

起 案 年 月 日

月

8 月 1

備考

氏名 代表取締役　両立　太郎

※欄は記載しないでください。

両立支援等助成金（育児休業等支援コース（育休取得時））支給申請書

申請事業主 所在地
０００－００００

東京都○○区○○町１－２－３
東京

名称 株式会社　両立商事

代理人又は
事務代理者・提出
代行者の場合は以
下から選択してくだ

さい。

代理人・事務代理者・
提出代行者

所在地
０００－００００

東京都○○区○○町１－２－３

名称 ◇川社会保険労務士事務所

氏名 社会保険労務士　◇川　◇郎

連絡先 03-0000-0000

1
　
申
請
事
業
主

1234-567890-1 12-3-45-678910-123

45 人
分類番号：58
分類項目名：飲食料品小売業

4,000

③申請月の初日において
　 常時雇用する労働者の数

２
　
本
社
等
を
除
く
事
業
所

No. ①事業所名 ②所在地 ③雇用保険適用事業所番号

2

03-0000-3333

みなと支店 東京都△△区△△町１－２－４ 〃

④電話番号

1 ちよだ支店 東京都○○区○○町１－２－３ 1234-567890-1 03-0000-1111

4

03-0000-2222

3 はるみ支店 東京都××区××町１－２－５ 〃

7

5

9

6

月

8

10

②労働保険番号

受 理 番 号

月

※
労
働
局
処
理
欄

決　裁　欄　等

受 理 年 月 日

決 定 番 号

通 知 書 発 送 年 月 日

支給（不支給）決定年月日

月

支 給 決 定 額

中小企業事業主のみ対象

人事労務管理の機能を有する部署が属する
事業所（本社等）の所在地を管轄する労働局
に申請してください。

記載例

日本標準産業分類に基づき記入してくださ

この申請書の内容について問合せに対
応できる社内の方を記載してください。

雇用保険適用事業所番号が同じの場合は「〃」の記
号を入れるか、入力を省略してもかまいません。

助成金の支給後、労働局からアンケートを実施す
ることがあります。メールで対応可能な場合は、
連絡先アドレスを記載してください（任意）。

mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
mailto:ｒyouritu-siyou@mmm.go.jp
yuhar
テキストボックス
 5



＜【育】様式第１号②(R5.4.1改正)＞

Ⅰ．事業主

申請事業主：

①-1 年 1 月 1 日 １ ２

①-2 年 1 月 1 日 １ ２

② 育休復帰支援プラン

１ ２ 通達 ３ マニュアル

４ ５ ６

７ ）

③ １ 有 ２ 無

Ⅱ．対象労働者 ※複数人となる場合は、本欄を人数分追加してください。

④ 労働者の属性

年 4 月 1 日

年 4 月 1 日 ～ 年 月 日

□ 有 ■ 無 １ ２ ）

出生日等の確認書類（該当する番号を○で囲む）

※子が対象育児休業取得者の被扶養者である場合

□ はい ■

⑤ 育児休業取得者との面談、育休復帰支援プランの作成

年 月 日 ■ はい □

年 月 日 ■ はい □

ⅰ ■ はい □

ⅱ ■ はい □

上記については、記載のとおりです。 （連絡先電話番号） － －

⑥ 育休復帰支援プランに基づく引き継ぎの実施

左記については、記載のとおりです。 （連絡先電話番号） － －

⑦ 休業期間（※連続３か月以上の育児休業（産後休業の終了後引き続き育児休業をする場合には、産後休業を含め連続３か月以上であることが条件））

年 3 月 2 日 年 4 月 12 日

年 4 月 13 日 年 6 月 7 日 ■ はい １ 出勤簿またはタイムカード

年 6 月 8 日 年 11 月 30 日 □ いいえ ２ ３ ）

⑨
.

■ はい □

＜支給申請額＞

■ 有

□ 無

□ ■

対象労働者

＜加算ありの場合＞

中小企業300,000円 ＋ 20,000円   ＝

※１事業主当たり、有期雇用労働者１人、無期雇用労働者１人の計２人が対象。

支給申請額

320,000 円

－03 0000－ 0000

ⅲ育児休業期間

ⅰ産前休業期間

(氏名）

2023

引継確認者
確認欄

日

2023

みなと支店総務課

2023

2023

2023

～

24月

⑧本人確認欄

上記については、記載のとおりです。

～

年 2

連絡先電話番号

▲川　▲夫

2023

○山　○子

育児休業取得の直前において在宅勤務している

面談者確認欄

賃金台帳

～

雇用契約期間の確認書類（該当する番号を○で囲む）

引継を
完了

した日

いいえ

同プランに、当該労働者の業務の整理、引き継ぎに関する措置が定められている。

同プランに、当該労働者の育児休業中の職場に関する情報及び資料の提供に関する措置が定められている。

(氏名)

03

いいえ

年

年 月 日2023

その他（

社内報1 4
育児休業規程
（　　　7　　条）

イントラネット

2023

×

支給単価

はい

いいえ

（所属）

その他（

(氏名)

2013

2012

総務部人事課

1

育児休業制度について、労働協約又は就業規則に基づき運用しており、その対象となる労働者本人の申出に基づき
運用しているか。※「いいえ」の場合、本助成金の支給を受けることができません。偽りその他不正の手段により助成
金の支給を受けた場合は、支給した助成金の全部または一部を返還していただきます。

雇用保険被保険者となった年月日1234-123456-2

労働条件通知書または雇用契約書

労働者の育児休業の取得及び職場復帰について育休復帰支援プランにより支
援する措置を実施する旨を労働者へ周知したこと及びその年月日が確認できる
書類
（該当する番号を○で囲む）

１ 人

企業規模
育児休業等に関する情報

公表加算の申請■ 中小企業である

支給申請に係る労働者について、両立支援等助成金（出生時両立支援コース（第１種））の支給を受けたことがあるか。

※｢有｣の場合は【育】様式
第８号と必要書類も添付す
ること。

育児休業等に関する情報公表加算

2023
0000

（所属） ▲川　▲夫

0000

（2023年4月1日以降に育児休業（※）が開始している場合はこの様式で申請してください。）
（※）産後休業の終了後そのまま育児休業をする場合には産後休業が開始している場合

育児休業等支援コース（育休取得時）詳細

育児休業制度の規定年月日･種類（該当する番号を○で囲む）

実施要領

03 0000 0000

いいえ2023

株式会社　両立商事

2013

育児のための短時間勤務制度の規定年月日･種類（該当する番号を○で囲む)

その他（

就業規則労働協約

氏名 2012

雇用契約期間

一般事業主行動計画の策定･届出、計画の公表･労働者への周知
（該当する番号を○で囲む。次世代育成支援対策推進法第15条の２に基づく認
定を受けた事業主は記載不要）

いいえ

育休復帰支援プランの作成日

○山　○子
雇用保険

被保険者番号

健康保険証（※） ３
休業の対象と

なった子

面談結果を踏まえて、育休復帰支援プラン（【育】様式第３号）
を作成している

その他（

2023

２

18

初回面談の実施日

1

いいえ

13

育休復帰支援プラン作成日における雇用期間
の定め

）

出生日 月 12 日
１

氏名 ○山　○介

4

就業規則労働協約

ⅱ産後休業期間

母子健康手帳の該当部分

いいえ

休業前後の就労実績の確認書類
（該当する番号を○で囲む）

休業申出に関す
る書類の添付

対象育児休業取得者の上司又は人事労務担当者と対象育
児休業取得者が面談を実施した上で結果について「面談シー
ト」（【育】様式第２号）に記録している

中小企業事業主のみ対象

記載例

雇用契約開始日を入力してください。加えて、有
期雇用の場合は契約満了日も入力してください。

最初に規定した年月日を記入してください。

※なお、申請書類に添付する育児・介護休業規程は、育児休業制度
の利用開始時点のものとしてください。なお、そこから申請日までの
間に改正をしている場合には、最新の規定も添付してください。
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共通要領 様式第１号（R5.4.1） 

支給要件確認申立書 ( 両立支援等  助成金） 

事業主記載事項 
労働局・安定

所確認欄 

１ 法人名：株式会社ディストノア             法人番号：9011101055881 年 月 日

確認 

確認者       

２ 事業所名称：株式会社ディストノア 

３ 雇用保険適用事業所番号：1308-639160-0 

○ 以下の４から 15までの事業活動等に係る状況について、「はい」「いいえ」のどちらかを○で囲ん

でください。後述の「記載にあたっての留意点」の内容を了解した上でご回答下さい。 

    ・４から 15までについて         はい ・ いいえ 

    ・「いいえ」がある場合の該当番号              

４ 平成 31 年３月 31 日以前に申請した雇用関係助成金について不正受給による不支給決定又は支給

決定の取り消しを受けたことがない、又は受けたことがあるが、当該不支給決定日又は支給決定取消

日から３年を経過している。                         

５ 平成 31 年４月１日以降に申請した雇用関係助成金について不正受給による不支給決定又は支給決

定の取り消しを受けたことがない、又は受けたことがあるが、当該不支給決定日又は支給決定取消日

から５年を経過している。                           

６ 平成 31年４月１日以降に申請した雇用関係助成金について不正受給に関与した役員等がいない。                                

７ 支給申請日の属する年度の前年度より前のいずれかの保険年度における労働保険料の未納がない。                               

８ 支給申請日の前日から起算して過去１年において、労働関係法令違反により送検されていない。                              

９ 風俗営業等関係事業主でない。                    

10① 事業主若しくは事業主団体（以下「事業主等」という。）又は事業主等の役員等が、暴力団員に

よる不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第 77号。以下「暴力団対策法」という。）第

２条第２号に規定する暴力団又は第２条第６号に規定する暴力団員でない。      

② 役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損害を加える目的

をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしていない。     

③ 役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給せず、又は便宜を供与しないなど直接

的あるいは積極的に暴力団の維持、運営に協力をせず、若しくは関与していない。 

④ 役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながらこれを不当に利用するなどしていない。                               

⑤ 役員等が、暴力団又は暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有していない。 

11 事業主等又は事業主等の役員等が、破壊活動防止法第４条に規定する暴力主義的破壊活動を行っ

ていない又は行う恐れがある団体等に属していない。            

12 倒産していない。                           

13 管轄労働局長が審査に必要な事項についての確認を行う際に協力すること、雇用関係助成金につい

て不正受給を行った場合に労働局長が事業主名等を公表すること並びに、管轄労働局長が支給決定を

取り消し、支給を受けた雇用関係助成金の返還を求めた場合に返還することに承諾する。                                

14 役員等の氏名、役職及び生年月日が記載されている別紙「役員等一覧」又は同内容の記載がある  

書類を添付している。                                  

15 「雇用関係助成金支給要領」に従うことに承諾する。 

16 支給申請書等に事実と異なる記載又は証明を行っていない。 

（↓労働局・安

定所にて 

チェック） 

 

□ 

 

 

□ 

 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

 

□ 

 

□ 

 

□ 

□ 

□ 

 

□ 

□ 

 

 

□ 

 

□ 

□ 

 

 

裏面にも記載事項があります。 
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令和５年８月８日       東 京   労 働 局 長  殿 

               （        公共職業安定所長） 

 

１から 16までの記載事項については、いずれも事実と相違ありません。また、１から 16までの事業活動等又は

その他の審査に必要な事項についての確認を労働局(安定所)が行う場合には協力します。 

 

事業主    住所  新宿区西新宿 4-24-24                    電話番号 03-5352-0970    

     名称  株式会社ディストノア             

    氏名 

                  代表取締役 山田 辰郎                                      

 

代理人又は   住所   練馬区豊玉中 2-3-16                        電話番号  090-7820-6280      

  社会保険労務士 名称   えがお社労士オフィス           登録番号     13140036     

(提出代行者・事  氏名 

務代理者の表示 )          代表 油原 信                                             

※社会保険労務士が事業主の申請を代わって行う場合、上欄に事業主の氏名等を、下欄に社会保険労務士法施行規則第１６条第２項又は同規則第１

６条の３の規定により氏名等を記載をしてください。また、代理人が事業主の申請を代わって行う場合、上欄に助成金の支給に係る事業主の氏名等

を、下欄に代理人の氏名等を記載してください。社会保険労務士による申請の場合は登録番号を記載してください。 

 

【代理人又は社会保険労務士（以下「代理人等」という。）記載欄 ※事業主等が直接申請する場合は記載不要です】 

本助成金に関し、審査に必要な事項についての確認を労働局（安定所）が行う場合には協力します。 

また、本助成金に関し、偽りその他不正の行為により申請事業主等が、本来受けることのできない助成金を受け

た又は受けようとした場合であって、代理人等が故意に不正受給に関与していた場合（偽りその他不正の行為の指

示やその事実を知りながら黙認していた場合を含む。）は、①申請事業主等が負担すべき一切の債務について、申

請事業主等と連帯し、請求があった場合、直ちに請求金（①不正受給により返還を求められた額、②不正受給の日

の翌日から①の納付の日まで、年３％の割合で算定した延滞金、③不正受給により返還を求められた額の 20％に

相当する額の合計額を指す。以下について同じ。）を弁済すべき義務を負うこと、②代理人等に係る事務所（又は

法人等）の名称、所在地、氏名及び不正の内容が公表されること、③不支給とした日又は支給を取り消した日から

起算して５年間（取り消した日から起算して５年を経過した場合であっても、不正受給に係る請求金が全額納付さ

れていない場合は、時効が完成している場合を除き、納付日まで）は、雇用関係助成金に係る代理人が行う申請又

は社会保険労務士が行う提出代行、事務代理に基づく申請が受理されないことについて承諾します。 

 

代理人又は    住所  練馬区豊玉中 2-3-16                        電話番号  090-7820-6280      

社会保険労務士  名称  えがお社労士オフィス          登録番号     13140036        

(提出代行者・事 氏名 

務代理者の表示 )         代表 油原 信                                                         

※代理人等が事業主の申請を代わって行う場合、代理人等の氏名等を記載してください。 

 社会保険労務士による申請の場合は登録番号を記載してください。 
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（別 紙） 

役員等一覧 

法人名   株式会社ディストノア             

法人番号  9011101055881                 

事業所名称 株式会社ディストノア             

雇用保険適用事業所番号 1308-639160-0           

注１）法人番号は、平成 27年 10月以降国税庁長官から本社等に通知された 13桁の番号を記載してください。 

注２）「役員等」とは、事業主等が個人である場合はその者、法人である場合は役員、団体である場合は代表者、

理事等をいい、役員名簿等に記載がある者をいいます。 

注３）個人事業主の場合、事業主本人について記載ください（役職除く）。 

注４）役員等の就任中に氏名の変更等があった場合は、変更前の氏名（旧姓）も併記してください。 

役員等氏名 

（漢字） 

役員等氏名 

（カナ） 
役職 生年月日 

山田 辰郎 ヤマダ タツロウ 代表取締役   昭和５３年３月１４日 

山田 牧子 ヤマダ マキコ 取締役 昭和５６年１２月２５日 

山崎 奈美 ヤマザキ ナミ 取締役 昭和６０年１月３日 

       年  月  日 

       年  月  日 

       年  月  日 

       年  月  日 

       年  月  日 

       年  月  日 

       年  月  日 

       年  月  日 

       年  月  日 

       年  月  日 
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＜【育】 様式第3号(R4.7.1改正)＞

出産予定日

産前休業開始日

出産日

産前休業開始日

対象従業員に
説明した日

  2023年　1月 　8日

意向確認日   2023年　1月　13日

職場の状況

対象従業員の状況

取組期間

2023年1月
2023/2/5

2023年1月～
2023年2月

2023/2/24

2023年3月～
2023年11月
（休業中）

2023年6月8日～2024年11月30日
育児休業（産後パパ育
休）取得期間

予定

育休復帰支援プラン

計画策定日：  　　2023年　　1月　　18日

対象従業員　氏名 ○山　○子

2023年4月12日

2023年3月2日

育児休業等に関する意向確認（義務）

　代替要員の確保が難しい・シフト制（土日勤務・夜勤あり）である
　・所定外労働が多い・体力を要する仕事が中心である
　・作業手順等の変更が多い
　・その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　女性従業員　・　男性従業員　・　役職者　・　有期雇用労働者

　専門性の高い職種　・　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

育児休業（産後パパ育
休）開始日

実績

育児休業等に関する個別の周知状況（義務）

取組状況
確認日

取組内容

・対象従業員の業務棚卸しを行い、省略・廃止できる業
務を洗い出す
・また、職位上位者に委ねる業務、周囲の従業員に広く
分担させる業務、対象従業員の育休中は一旦保留してお
くことのできる業務に振り分ける

・新たに業務を分担する従業員が、対象従業員が休業に
入るまでの間に業務を引き継ぐことができるよう、引き
継ぎ計画を作成し、引き継ぎを行う。
・並行して、当該担当者の負荷が過重とならないよう、
既存業務の一部を停止する。

休業中の従業員に対して、職場の状況や業務内容の変更
など
の情報提供を継続的に行う。

2023年4月12日

2023年3月2日

2023年6月8日

取組計画

　育休取得・職場
　復帰に関する
  確認事項

①

②

助成金の対象となるためには、次の記載が必要です。

①業務の整理・引き継ぎに関する措置

②育児休業中の職場に関する情報及び資料の提供に関する
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3 2 8 5 0

①事業所番号

－ － 0
②金融機関名称 店舗名称

③口座の種類 ④金融機関コード 店舗コード 口座番号

2 － － ゆうちょ銀行以外の場合

記号 番号

－ ゆうちょ銀行の場合

⑤支払方法

1

⑥口座名義（漢字）

⑦口座名義（カナ）

⑧受取人郵便番号

－

⑨受取人住所

上記のとおり届け出ます。

令和 年 月 日

労働局長　殿

（ 公共職業安定所長）

1308

9

7014207

639160

東京

楽天銀行 ワルツ支店

1：振込
2：送金

株式会社ディストノア

代理人
又は

社会保険労務士
（提出代行者・事
務代理者の提示）

所長

局長

2040036

カブシキガイシャ　デイストノア

住所

8

担当

160 0023

1：普通　5：通知
2：当座　6：別段

5

担当

事業主
株式会社ディストノア

代表取締役　山田　辰郎

〒176-0013
練馬区豊玉中2-3-16

TEL 090-7820-6280

えがお社労士オフィス

部長・次長

〒160-0023
新宿区西新宿4-24-24

TEL 03-5352-0970

職業指導官

名称

代表　油原　信

係長

住所

名称

氏名

氏名

上席・係長 職業指導官

支払方法・受取人住所届

※申請者が代理人の場合、右上欄に助成金の支給に係る事業主の
住所、名称及び氏名を記入し、右下欄に代理人の住所、名称及び
氏名を記入してください。
　申請者が社会保険労務士法施行規則第16条第2項に規定する提
出代行者又は同規則第16条の3に規定する事務代理者の場合、右
上欄に事業主の住所、名称及び氏名を記入し、右下欄に提出代行
者又は事務代理者の住所、名称及び氏名を記入してください。

新宿区西新宿4-24-24

課長補佐課長部長

※
決
裁
欄

(R5.4.1)

課長・統括

yuhar
テキストボックス
 12

yuhar
テキストボックス

yuhar
テキストボックス
 

yuhar
テキストボックス

yuhar
テキストボックス

yuhar
テキストボックス

yuhar
テキストボックス

yuhar
テキストボックス

yuhar
テキストボックス


